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指 員 「 急 の向かう場所はどこですか？」 
通報者 「来れば分かる！ ガ （ 話を る）」 

 
 
 
 
 
 
 
 指 員 「 者（ 急 される ）の はいく ですか？」  
通報者 「ちょっとまってください……（電話口に帰ってこない）」 

 指 員 「もしもし、もしもし、もしも し！」 
 
 
 
 
 
 
 指 員 「……それでは、こういう で、ケガをしてしまったんですね？」 
 通報者 「なんで、そんなことを聞くんですか？ねえ、早く来てくださいよ！」 
 指 員 「もう 急 には指 を出したので、お話を聞かせてください……」 
 通報者 「そういうのはいいからさぁ、早く来てって言ってるの！」 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
この通報 は、指 員の を に したもので、特定の事案を指すものではありません。 
指 員の をご いただき、 な 通報の にしていただければと います。 

災害場所の特定はとても です。 所だけではなく、 の 名 、 
近くのお店の名前などを、再確認のために聞くことがあります。 

原則的に 話 からは れないでください。 れてでも確認していただきた
い事項があれば、こちらから指示させていただきます。 

消防指 では「災害場所」と「災害種別」が判明すれば、部隊に対し
て指 を出します。 
「指 を出すこと」と「 を聞くこと」を に めていますので、 話が

くことに 安を じる はありません。 



 
 通報者 「 に を るわれて、けがをしているんです」 
指 員 「わかりました。 急 が向かいます」 
通報者 「警察には知らせないでください……」 
指 員 「申し訳ございませんが、消防機関が知ってしまった以上、そういうわけにはいきません」 
通報者 「なんでだよ！じゃあいいよ！」 
指 員 「……」 
 

 
 
 
 
 
 通報者 「急いでください！」 
指 員 「分かりました、すぐに向かいます」 
通報者 「あと、 の に来 ら の 止めてくださいね！」 
指 員 「！？……申し訳ございません、 急 の は止められません」 
通報者 「近所迷惑になるから、止めてって っているの！ らさないでね！ガ （ 話を る）」 

 
 
 
 
 
 
 
 
通報者 「火事です、お店が燃えています」 
指 員 「あなたは安全な場所から通報していますか？」 
通報者 「ゴホ、ゴホ（せき込む）、分かりません、煙がすごくて……」 
指 員 「すぐに避難してください！」 
通報者 「 です、 れがいないか てきます……」 
 

通事 を認知した場 、そのままにしておくことはできません。 
通報 がある以上、 急 を出場させなくても、関 機関に通報させてい
ただきます。 

の 止めることはできません。 
急 は、「 を らすこと」「 の警 を けること」が

けられています。 
安全で な 急 には、 急 が欠かせません。ご とご
をお願いします。 

まず身の安全が第一です！ 
、 が確 された で通報してください！ 

して、 をしないでください！ 
もう少し待てば、訓練された職員が到着することを忘れないでください！ 


